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山名町長、２期目の公約
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総務文教常任委員会行政視察

長井市役所（左）と駅庁舎（右）移住定住のパンフレット（東彼杵町）

アジフライの聖地（松浦市）

震災遺構・荒浜小学校校内

八幡平市北森駅（左）と八幡平市役所（右）

JR

産建厚生常任委員会行政視察

スマートシティ由良町へ移住定住政策を学ぶ

　震災遺構である仙台市立荒浜小学校を視察、海岸から700mの距離にある小学校には、4 階建て
校舎の 2階部分にまで津波が押し寄せ、折れ曲がったベランダの鉄柵や水しぶきの跡など校舎に残
る津波の痕跡や映像から、改めて津波の威力や脅威を思い知らされました。
　また、津波で大きな被害に遭いながらも避難してきた児童や住民320人全員の命を守った荒浜小
学校、多くの人命を救った避難計画のあり方や震災当時の教訓を通じて日頃の防災教育の重要性を
勉強できた視察となりました。

　松浦市では移住を進める上で、「市内に産業の育成を」ということで、市長が中心となって「ア
ジフライの聖地」をキャッチコピーに、市内の飲食店 30軒近くが「アジフライ」を提供していました。
　当市のアジの水揚量は例年 8 万トンあり資源は豊富で、素晴らしいところは「アジフライ」を長
崎県庁、長崎県警の食堂、県内の学校給食にも提供しているところです。
　もともと、市長が出張して「地元のアジフライが一番おいしい」と考えたのが始まりとのことで
すが、若い市長の決意に職員が付いてくれたことも頼もしい限りです。
　また「お試し移住」ということで希望者には木造平屋 3ＬＤＫを貸し出し、設備もかなり充実し
ていました。
　ここにも行政の姿勢に前向きさを感じました。

　東彼杵町も若年層の流出による過疎化が進み、移住・定住政策の推進となったようですが、まず「地
域おこし協力隊制度のフル活用」や、「お試し移住の推進」などがあり、空き家バンクの利用者だ
けでなく、登録者にも登録料に交付金を出すなど積極的な活用もありました。
　町づくりにも大いに積極的で、小・中学校給食費無料化、出産祝金は第５子以降には40万円支給、
また、働く人には「遠距離通勤応援金」ということで、町から15km 以上離れた近隣市町に勤務する
40歳未満の方へ月 8,000 円を支給しており、これも魅力のあり方だと感じました。

　八幡平市は、平成17年1月に、2 町 1 村が町村合併をして誕生。
　新しい庁舎の建設が合併時の条件になっていたこともあり、平成26 年11 月に庁舎が完成し、
平成 27 年 3月に北森駅も移転、庁舎と JR 北森駅が一体化しています。

　長井市は人口約2万5,000 人、従来の庁舎が築60年を過ぎ、洪水時に浸水のリスクが指摘され
ていたことから、2021年4月に山形鉄道の長井駅と一体化する形で移転しました。
　スマートシティへの取り組みも進めており、庁舎内には、デジタル技術を活用した無人店舗型
のスマートストアを設置、デジタル地域通貨（ながいコイン）を流通させ利便性の向上が図られ
ていました。

　私たちのまち由良町とは洪水と津波との違いはあるが、庁舎が浸水区域内にあるのは同じです。
　由良町としても役場庁舎が津波浸水区域にあるということをもう一度考えなければならないと思い
ます。

　両市町を視察して感じたのは、まずは「お試し移住」を始めることが初めの一歩になると思いま
した。
　ぜひ由良町でも実践すべきであると考えます。

【場所】山形県長井市・岩手県八幡平市・宮城県仙台市
【日程】令和6年10月9日～11日

【場所】長崎県松浦市
　　　長崎県東彼杵町（ひがしそのぎちょう）
【日程】令和6年11月19日～21日


